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【要旨】本研究の目的は、蒸気温熱シートの適用による腰部あるいは下腹部への湿熱加温が健康な女子学生の排尿

回数およびＱＯＬに及ぼす影響を検討することである。健康な女子学生５７名（平均年齢20.3±0.6）を対象に、

蒸気温熱シートを３日間（対照期３日）貼付（平均貼付時間9.3士2.0／日）し、排尿回数とQOL、バイタルサイ

ンの変化を測定した。その結果、１日の排尿回数が8回以上群（、＝９）は有意な尿回数の減少を示し、１日の排尿

回数が7回以下群（、＝４８）では有意な尿回数の増加を示した。ＱＯＬ（SF-36v2）の変化では、下位尺度4項目の

｢身体機能｣、「日常役割機能-情緒｣、「社会生活機能｣、「身体の痛み｣、および「健康の推移」において有意な改

善が認められた。以上の結果から、４０℃の穏やかな湿熱加温は自律神経活動を刺激し、交感神経活動の抑制ある

いは副交感神経活動の冗進を促し、リラクゼーション効果と排尿回数に影響を及ぼす可能性が示唆された。
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|・緒言

温審法は医療行為であると同時に、看護行為とし

てもその効果を実感する有効な手段として古くから

活用されてきた。また、民間療法としても広く普及

し活用されるごく身近な代替療法の一つといえる。

その効果は整腸作用（菱沼ら２０００；松浦ら２００３；

細野ら2007）や嬉痛緩和（縄２００２；井淫ら２００５；

細野ら2007)、睡眠導入(谷口ら2003)、リラクゼー

ション効果（岩崎ら２００５；山下ら2009）など様々

な領域での有効性が検証、報告されている。また最

近、納城らが尿失禁、頻尿、切迫‘性を伴う尿意など

の症状を伴う高齢者の過活動勝耽に対する緩和効果

を報告している（納城ら2008;納城ら2009)。しか

し、温審法の排池機能に及ぼす作用機序についての

報告例は少なく、解明されていない部分も多い。本

作用機序を解明する一助として、健康な若年者を対

象とした温審法の排池機能への影響を検証すること

は意義があり、温番法の活用の幅が広がることが期

待される。
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Ⅱ、研究目的

本研究の目的は、蒸気温熱シートの適用による腰

部あるいは下腹部への湿熱加温は、健康な女子学生

の排尿回数およびＱＯＬ（qualityoflife）にどのよう

な影響を及ぼすのかを検討することである。

Ⅲ、研究仮説

蒸気温熱シートの適用による本温審法の腰部ある

いは下腹部への湿熱加温は、健康な女子学生の排尿

回数を調整し、ＱＯＬの改善につながる。

Ⅳ、研究方法

1．研究デザイン

本研究は、準一実験的研究デザインとした。

2．対象

対象は頻尿や乏尿、尿失禁などの排尿に関連する

病的症状のない健康な女子学生とした。対象者は公

募を通じて集められたボランティアで、予定人数は

腰部３０名、下腹部３０名の計６０名とした。
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